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１ 単元について 

【単元観】 

本単元は,小学校学習指導要領算数編,第６学年〔Ｂ 量と測定〕のうち,（４）「速さについて理解し，

求めることができるようにする。」を受けて設定した。第５学年では，部屋の込み具合や人口密度など

を取り上げ，異種の二つの量の割合について学習してきている。 

 本単元では，異種の二つの量の割合である速さについて指導する。速さを量として表すには，移動す

る長さと，移動にかかる時間という二つの量が必要になる。速さについては（速さ）＝（長さ）÷（時

間）という式で表されることから，長さと時間から速さを求めることができる。また，速さと時間から

長さを求めることもできるし，長さと速さから時間を求めることもできる。実際の場面と結びつけるな

どして，生活や学習に活用することができる。速さを，単位時間当たりに移動する長さや，一定の長さ

を移動するのにかかる時間としてとらえさせ，図や式，言葉，数を用いたりして考え，説明する活動を

通して，数学的な思考力や表現力を高めさせることができる単元である。 

 

【児童観】 

本学級の児童は,興味や関心をもったことに対する学習意欲は高く，とても積極的に活動することが

できる。特に具体物を用いた活動に対しては意欲的で，とても熱心に課題の解決に向けて取り組むこと

ができる。また，学習アンケートでは，『授業では解決しようとする課題について「たぶんこうではな

いか」「こうすればできるのではないか」と予想しています。』86％，『授業では友達と話し合うなど

して，自分の考えを深めたり，広げたりしています。』83％と，肯定的に回答している。 

しかし，１学期の単元毎のテストの結果において，「数と計算」の領域「分数の除法」の数学的な考

え方の通過率が，78％と低い。「基準量を比較量÷分数倍で求める」という問いの誤答の中には，文中

のどの数が比較量であり，どの数が分数倍であるかを考えずに数字を並べ適当に除法で計算しているも

のが多かった。日々の学習においても，なぜこの式になったのかを説明する場合に，自分が引用した数

字の意味や四則計算をした理由を答えられない児童が多くいる。また，単位量あたりの大きさの意味や

量を理解していない児童も多く，公式を活用できていない実態もある。予想はしているが計算や数字の

根拠について筋道立てて考えている児童が少なく，あいまいな立式に疑問をもたない児童も多く見られ，

桁違いの解が出た場合も確かめをしていないことも多い。必要な情報を選択活用し，根拠をもって立式

する力に課題がある。 

 

【指導観】 

 指導にあたっては, 既習事項である単位量あたりの大きさの求め方を使って速さを調べる方法を用

いさせるために，道のりや時間に着目させて，１単位時間あたりに進む距離を調べさせて速さを数値

化してとらえさせる。速さと道のりと時間の関係を，比例数直線を使ってとらえさせ，文字ｘを用い

るなどして既習事項を生かしながら，公式の発見へと結びつけさせて学習を進めていく。 

距離や時間が異なる事例の速さの比べ方から，単位量あたりの大きさの考えを使った速さの比べ方

へとつなげ，５年次の学習と関連付けさせて学習を進めさせていく。数値を速さとして実感できるよ

うに，実際の自分たちの50ｍ走の記録や自動車の移動の場合等の自分達の身近なものを取り上げなが
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本単元で育成する資質・能力  

 
根拠をもとにした思考・判断・表現力 

「速さの表し方を考えよう」 
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らすすめていく。速さや道のりを求める式の理解や適用も大切であるが，時間から分や秒，kmからｍ

への単位の変換を丁寧に行い，１つ１つの式の意味を言葉と数で丁寧に押さえて指導を行う。また，

比例数直線や図を用いて考える活動の際には，数直線や図を活用して友達の考えと自分の考えを整理

したり説明させたりするという学び合いの場面を設定することにより，式と対応させて説明する力を

伸ばしていきたい。そして，文字を用いたり，矢印を記入させたりして，協働的に解決し学び合う力

をつけさせたい。 

本単元の「課題設定」にあたっては，総合的な学習の時間でのサツマイモ販売の過程を学習課題に

して，興味・関心をもたせる。そして，移動時間に必要な時間を比較することを課題とすることによ

り必然性をもたせ指導にあたりたい。 

 

【本単元における育成すべき資質・能力】  根拠をもとにした思考・判断・表現力  

 資質・能力の育成にあたっては, 「速さを，単位時間当たりに移動する長さや，一定の長さを移動

するのにかかる時間」としてとらえさせるために，図や式，言葉，数などを用いて表現させたい。自

分の考えを表現させるために，既習事項（部屋の込み具合や人口密度等の，異種の二つの量の割合）

と関連づけ見通しをもたせて解決しようとする力を育てる。また，自分の考えを図や式，言葉などを

使って説明したり，友達の考えを聴いたりする活動をペアや小集団活動による学び合いを仕組むこと

により，相手意識をもたせ根拠をもとに説明する力を育成する。 

 

２ 単元の目標 

  速さについて理解するとともに，求めることができるようにし，生活や学習に活用する能力を伸

ばす。 

 

３ 評価規準 

（１）算数科の単元について 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技 能 知識・理解 

速さを単位量当たりの大

きさの考えを用いて数値

化したり，実際の場面と

結びつけて生活や学習に

用いたりしようとしてい

る。 

速さの表し方や比べ方に

ついて，単位量当たりの

大きさの考えを基に数直

線や式を用いて考え，表

現することができる。 

速さに関わる数量の関係

において，速さや道の

り，時間を求めることが

できる。 

速さは単位量当たりの大

きさの考えを用いて表せ

ることを理解している。 

 

（２）本校でつけたい資質・能力とめざす児童の姿について 

資質・能力 めざす児童の姿 評価規準 

根拠をもとにした 

思考・判断・表現力 

他者の考えを取り入れ，自分の考えにつ

いて根拠をもとに表すことができる児

童 

①生活や体験を生かし，既習の学習と

関連づけながら課題を解決しようと

する。 

②自分の考えを図や言葉を使って説明

したり，表現したりしようとする。 
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４ 単元の学習の系統性 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 指導計画（全11時間） 

【総合的な学習の時間】 

○「Road to 道の駅」 

・収穫したサツマイモの販売に向けて計画を立てる。 

・目的地へ到着するために必要な所要時間を導き出す必要性に気付く。 

 

 

 

時 主な学習活動 
評価の観点 

関 考 技 知 主な評価規準 

１ 

 
 
 
○道具を取りに行く場面から，距離と
時間のどちらも異なる場合の速さの
比べ方を考える。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ ・速さは単位量当たりの大きさの考

えを用いて表せることを理解して

いる。 

①生活や体験を生かし，既習の学習

と関連づけながら課題を解決しよ

うとする。 
２ 

３ 

 
 
 
○速さを変えて歩く時間や走る時間を
測定する活動を通して，速さの表し
方への興味を広げる。 

 ◎ ○  ・速さを比べるために，『時間と距

離』のどちらを１にそろえるとも

っと便利か考え，説明することが

できる。 

４ 

 
 
 
○新幹線で土産のサツマイモを運ぶ場
面から，速さを求める公式を理解
し，それを適用して速さを求める。 

○時速，分速，秒速の意味を知る。 

  ◎  

 

 

○ 

・速さを求める公式を理解し，それ

を適用して速さを求めることがで

きる。 

・時速，分速，秒速の意味を理解し

ている。 

５年 中学（１年） ６年 

単位量あたりの大きさ 
・平均の意味とその求め方，
用い方 

・単位量当たりの大きさの考
えとその用い方 

比例，反比例 

情報の収集 

（課題設定） 
総合的な学習の時間で『収穫したさつまいもの販売』を道の駅で行います。販売場所の

道の駅へ 36人全員が八重小学校から徒歩で移動する場合と，自動車１台で４回に分かれ
てピストン輸送する場合，どちらが早く全員が道の駅に到着することができるでしょう
か。 

比例 
四角形と三角形の面積 
正多角形と円周の長さ 

 
・簡単な場合の比例 

速さ 
・単位量当たりの大きさの考

えを使った速さの比べ方 
・速さの意味とその求め方 
（時速，分速，秒速） 
・速さに関する公式 
・時間と道のりの関係(比例) 
・仕事の速さ 

比例と反比例 
・比例と反比例の意味とその

性質 
・比例と反比例のグラフ 
 

課題の設定 

情報の収集 
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５ 

 
 
 
○車で土産のサツマイモを運ぶ場面か
ら，道のりを求める公式を理解し，
それを適用して道のりを求めること
ができる。 

  ○ ◎ ・道のりを求める公式を理解し，そ

れを適用して道のりを求めること

ができる。 

 

６ 

 
 
 
○ラベルをトラックで配送する場面か
ら，速さと道のりから時間を求める
方法を考える。 

 

 ○ ◎  ・道のりを求める公式を用いて，速

さと道のりから時間を求め，説明

することができる。 

②自分の考えを図や言葉を使って説

明したり，表現したりする。 

７ 

 
 
 
○飛行機で台湾の高校へサツマイモを
送る場面から，時間を分数で表し
て，速さの問題を解決する方法を考
える。 

 ○ ◎  ・時間を分数で表して，手際よく問

題を解決し，説明することができ

る。 

８ 

 
 
 
○徒歩，自転車，車などの移動場面か
ら，速さが一定のときの，道のりと
時間の関係について考える。 

   ◎ ・速さが一定のときに，道のりと時

間が比例の関係にあることについ

て理解している。 

９ 

 
 
 
○サツマイモ掘りの写真を２つのプリ
ンターで印刷する場面から，作業の速
さを単位量当たりの大きさの考えを用
いて調べる。（本時） 

 ◎   ・作業の速さも単位量当たりの大き

さの考えを用いて説明することが

できる。 

10 

 
 
 
○学習内容を適用して問題を解決す
る。 

◎  ○  ・既習事項を活用して，問題を解決

することができる。 

 

11 

 
 
 
○パフォーマンス課題に取り組む。 
○学習内容を適用して問題を解決す
る。 

  

○ 

◎  ・既習事項を活用して，問題を解決

することができる。 

・計算方法について，数直線や図な

どを用いて考え，説明することが

できる。 

②自分の考えを図や言葉を使って説

明したり，表現したりする。 

 

情報の収集 

整理・分析 

振り返り まとめ・創造・表現 

整理・分析 

整理・分析 

整理・分析 

情報の収集 
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６ パフォーマンス課題と評価指標 

（１）パフォーマンス課題 

 

 

 

 

 

 

（２）評価基準 

 Ａ Ｂ Ｃ 

評

価

基

準 

速さは単位量当たりの大きさを

用いると表すことができること

を理解して適切な数値を用い，

答えを求めている。また，数直

線や図等で表現し，言葉の式等

で説明している。 

速さは単位量当たりの大きさを

用いると表すことができること

を理解して適切な数値を用い，

答えを求めている。または，数

直線や図等で表現して求めてい

る。 

速さは単位量当たりの大きさを

用いると表すことができること

を理解できていない。計算をし

ているが，適切な数値を用いる

ことができていない。 

表

現

事

例 

 

 

 

 

＜徒歩＞ 

歩く速さは分速60ｍなので 

単位をｍに直して

2.7km=2700m 

歩く速さは分速60ｍなので 

  2700÷60=45 

 徒歩では45分かかります。 

＜車＞ 

 車の速さは時速50kmなので

2.7÷50=0.054 

 0.054時間では分かりにくい

ので，時間の単位を分に直し

て 

  60×0.054＝3.24 

 片道3.24分かかります。 

 信号機での停車時間は片道平

均２分あるので 

 3.24+2=5.24 

 4回に分けて移動するので，

片道７回分の移動となるので 

(3.24+2)×7=36.68 

車では36.68分かかります。 

   答え 車の方が速い 

※計算式の意図を，言葉を補い

ながら適切に説明している。 

＜徒歩＞ 

単位をそろえて計算するため

になおす。 

2.7km=2700m 

  2700÷60=45 

＜車＞ 

 2.7÷50=0.054 

  60×0.054＝3.24 

 (3.24+2)×7=36.68 

     答え 車の方が速い 

 

・距離の単位(km・ｍ)が混在

している。 

 2.7km=2700m 

・歩く速さは分速60ｍ 

・車の速さは時速50km 

・信号機の停車時間・昇降時

間を加味していない。 

・所要時間を正しく求められ

ていない。 

・往復回数が正しくない。等 

 

総合的な学習の時間で『収穫したさつまいもの販売』を道の駅で行います。 
販売場所の道の駅へ 36人全員が八重小学校から徒歩で移動する場合と，自動車１台で４回に分か
れてピストン輸送する場合，どちらが早く全員が道の駅に到着することができるでしょうか。 
①学校から道の駅までの距離は 2.7km です。歩く速さは分速 60ｍです。信号機で止まらないものとし

て考えます。 
②車での移動の速さは時速 50km です。信号機での停車時間を片道平均して２分，昇降時間はないも

のとして考えます。 
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７ 本時の展開 

（１） 本時の目標 

作業の速さを単位量当たりの大きさの考えを用いて解き，説明することができる。 

（２） 評価規準 

○ 作業の速さを既習の単位量当たりの大きさの求め方に帰着して考え，筋道立てて説明してい

る。【数学的な考え方】 

（３） 準備物  

 教科書，ノート，ワークシート ，ホワイトボード，マーカー 

 

（４） 学習の展開 

 

 

 

 

 

 学習活動（○），児童の反応（・） 
指導上の留意点◇ 

◆「努力を要する」状況と判断
した児童への指導の手立て 

評価規準 

（評価方法） 

つ
か
む 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

見
通
す 

１ 問題文を把握し，課題を発見する。 

○問題文を提示する。 

 

 

 

 

 

○文章中の「速さ」という言葉に注目させ，２つのプリ

ンターの印刷速度の比較を行うという点を押さえさせ

る。 

２ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

３ どうやって調べるか見通しをもたせる。 

○比べるためには，何かをそろえることが必要であるこ

とを押さえさせる。 

・時間をそろえて，同じ時間でどれ位の枚数を印刷でき

るかで速さを比べてみよう。 

・時間の単位を「時間」「分」のどれかに決めて比べ

る。 

・１枚を印刷するためにかかる時間を比べる。 

 

 

 

◇写真を見せて課題への 

イメージを膨らませる。 

◇課題解決のために必要

な数値を挙げ，整理さ

せることで，単位量当

たりの考えに結びつけ

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

◇単位量当たりの考えに

結び付けさせるため

に，比較する際には条

件をそろえることが必

要である点を確認させ

る。 

◇考えられる解決方法を

出させ，解決の見通し

を立てさせる。 

 

 

２つのプリンターの印刷の速さを，単位量あたりの大きさに注目して比べ，説明しよう。 

A，B２つのプリンターがあります。縦が 89mm，

横が 127mm のカラー写真を，A のプリンターは

１時間で 90 枚，B のプリンターは 12 分で 20 枚

印刷することができます。 

 速く印刷できるのは，どちらのプリンターです

か。 

整理・分析 
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解
決
す
る 

４ 作業する速さを比べる方法を考える。 

（個→ペア→グループ） 

○単位量当たりの大きさの考えを用いて，作業の速さな

どの比べ方を考える。 

・１時間当たりに印刷できる枚数を出して速さを比べ

る。 

・１分間当たりに印刷できる枚数を出して速さを比べ

る。 

・１枚当たりを印刷するために必要な時間を出して比べ

る。                 

 

５ 計算の仕方を交流する。（全体） 

 

＜１分間当たりに印刷できる枚数を出して速さを比べ

る。＞ 

 

A・・・90÷60＝1.5   答え 1.5枚 

B・・・20÷12＝1.66…   答え 1.66…枚 

 

   早く印刷できるのは，Bのプリンター 

 

＜１時間当たりに印刷できる枚数を出して速さを比べ

る。＞ 

 

A・・・ 90          答え 90枚 

B・・・ 12分＝20枚 

60分＝ X 枚 

 

X＝20×５ 

＝100       答え 100枚 

 

   早く印刷できるのは，Bのプリンター 

 

＜１枚当たりを印刷するために必要な時間を出して比べ

る。＞ 

 

A・・・60÷90＝0.66…   答え 約0.7分 

B・・・12÷20＝0.6    答え  0.6分 

 

   速く印刷できるのは，Bのプリンター 

 

◆既習事項である「速さ

を比べる時には，単位

量当たりの考えを使っ

て比べる方法」から，

時間を１にそろえるほ

うが便利であることを

思いだせるくように声

かけをする。 

 

 

 

 

◇(割合)＝(比べられる

量)÷(もとにする量）

を用いて，なぜそのよ

うな立式ができるの

か，言葉で説明できる

ように声かけをする。 

 

◇「10枚あたり」「公倍数」

「公約数」「６分あたり」

など，量を揃えて考え

られるので，別解があ

れば簡単にふれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈評価〉 

作業の速さを既習

の単位量当たりの

大きさの求め方に

帰着して考え，筋

道立てて説明して

いる。【数学的な

考え方】 

 (発表・ノート・

授業観察) 

５倍 ５倍 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深
め
る
・
広
げ
る 

６ 出された方法についてまとめ，整理・分析する。 

○ 出された方法の考え方の違いを話し合う。 

・１単位時間あたりの印刷枚数の出し方は２通りあった

けれど，分でも時間で出しても答えはいずれも同じに

なったからどちらでも良いと思う。 

・１枚当たりを印刷するために必要な時間を出して比べ

る場合も，答えは１単位時間あたりの印刷枚数の場合

と同じになった。 

・単位量当たりの大きさの考えを使って，作業の速さを

比べることができる。 

 

◇考え方の違いを明確に

させ，本時の問題にふ

さわしいのはどの方法

か考えさせる。 

 

 

ま
と
め
る
・
つ
な
げ
る 

７ 適用問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

８ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

９ 本時の振り返りをする。 

・単位量あたりの考えを使って考えることで、作業の速 

さを比べられることがわかった。 

 

◇単位時間(１分間)当た

りの作業の速さに注目さ

せて比べさせる。 

◇単位量あたり考えの便

利さに触れさせ，１あた

りのよさに気付かせる。 

 

 

 

 ２つのプリンターの印刷の速さは，時間をそろえたり，印刷の枚数をそろえたりすること

で，説明することができる。 

A,B,C３つの自動車工場があります。 

A 工場は１時間で 62 台生産し，B 工場は５分で

６台，C 工場は 11 分で 14 台生産します。 

自動車を生産する速さは，どの工場が一番速い

でしょうか。 

○/△ ○め  
 
                                      

○も                   
 
                     
 
                                        
                                     
 
 

○見                    

 

                                 

                       
                      
 
 
    

○ま 

２つのプリンターの印刷の速さは，時間

をそろえたり，印刷の枚数をそろえたり

することで，説明することができる。 

 

・時間をそろえて，速さを比べる。 

・枚数をそろえて，速さを比べる。 
 

 

 

２つのプリンターの印刷の速さを，単位量あたりの大きさに注目して比べ，説明しよう。 

＜１分間で何枚印刷できるか＞ 

 

A ９０÷６０＝１．５ 
        １．５枚    

B ２０÷１２＝１．６６… 
        約１．７枚 

＜１時間で何枚印刷できるか＞ 
 

A ９０      ９０枚 

 

B １２分＝２０枚 

６０分＝ X 枚 

 

X＝２０×５ 

＝１００   １００枚 

＜１枚印刷するための必要時間＞ 

 

A ６０÷９０＝０．６６… 

         約０．７分 

B １２÷２０＝０．６ 

          ０．６分 

A，B２つのプリンターがあります。縦が

89mm，横が 127mm のカラー写真を，A のプリ

ンターは１時間で 90 枚，B のプリンターは 12

分で 20 枚印刷することができます。 

 速く印刷できるのは，どちらのプリンターです

か。 

答え  速く印刷できるのは，Bのプリンター 

適用問題 

１分あたり 

 A 62÷60=1.03 台/分 

  B 6÷5=1.2 台/分 

  C 14÷11=1.27 台/分 

１台あたり 

 A 60÷62=0.96 分/台 

  B 5÷6=0.83 分/台 

  C 11÷14=0.79 分/台 


